
１．新たな施設の整備

情報工学部 情報工学科

② サイバーセキュリティコース

▶モデルベース開発を中心とするものづくりの知識・スキルを修得

▶情報通信ネットワークなど情報セキュリティの知識・スキルを修得

開設時期

2027 年（令和 9 年）4 月

免許・資格

• 高等学校教諭一種免許状
（情報）（工業）

• ITパスポート試験

• 情報セキュリティマネジメント試験

• 基本・応用情報技術者試験 など

免
許

資
格

▶企業等の即戦力となり，地域の未来を開拓できるエンジニアを養成

① デジタルものづくりコース

４年次３年次２年次１年次

インターンシップ

PBL実習

専門
教育

実験
演習

実践型
学習

組み込みソフトウェア開発論

サイバーフィジカルシステム論

データ駆動型制御論

データサイエンス
情報学
数学・物理学

デジタルものづくり概論

モデルベース開発論
ロボティクス概論

卒業研究

専門ゼミ

モデルベース開発，制御システム設計

基礎・応用プログラミング

４年次３年次２年次１年次

インターンシップ

PBL実習

専門
教育

実験
演習

実践型
学習

セキュリティマネジメント

個人情報と認証技術
分散処理システム

データサイエンス
情報学
数学・物理学

実践・攻撃防御
コンピュータネットワーク

暗号理論

専門ゼミ

システム構築，サイバーセキュリティ

基礎・応用プログラミング

新学部設置基本構想の概要

入学定員

※都市経営学部の入学定員を
150人→120人に変更80 人

特色

① 実践的な学び

• ものづくりのまち福山の持続的な
発展に貢献する教育研究を展開

② 地域連

• PBL実習など実践的な授業を通じ
て，実社会で求められる力を養成

③ 学生の地元定着の促進

• インターンシップなど企業等と連
携した取組を通じて，地域や企業
への愛着・興味関心を醸成

教員体制

• 職位や年齢等のバランスを考慮した
教員配置

• 企業等での実務経験のある教員の採
用，企業等からの講師派遣

• クロスアポイントメント制度の活用

① ニーズに対応した教育研究の展開

③ 卒業生の市内就職の促進

１．新学部の概要１

２ １．大学院の設置３

１．今後の展望４

①教育拠点機能

• 講義室，オンデマンドサロン など

基
本
機
能

候
補
地

港町キャンパスに隣接する広島県有地

②研究拠点機能

• 実験室，実習室 など

③イノベーション共創拠点機能

• 地域や企業に開かれたオープンス
ペース など

• より専門性が高く，創造的な学び
の提供

• リスキリングへの対応

入学者選抜

• 一般選抜（前期日程・後期日程）

• 学校推薦型選抜

• 総合型選抜

• 産学官でそれぞれの立場やポテンシャル等に応じた「適切な連携・役割分担」
をし，基本構想の具現化に向けた取組を検討

• 既存学部（教育学部・都市経営学部）改革の積極的な推進

② 実践力の養成

方
向
性

地域枠を設定

卒業研究

サイバーフィジカルシステム論

コンピュータネットワーク

［大山樋門］

福山

みなと

公園
港町

キャンパス

内港

駐車場

リーデンローズ

候補地

複合施設
（小松安弘記念館）

• 大学院生と学部生が共に学ぶこと
による学びの深化

• 企業との共同研究等の深化
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